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1．はじめに

　昭和42年「名寄高等学校建築科」が新設され，
昭和 50 年に創立された「名寄工業高等学校」
に「建築科」が設置された。平成 12 年名寄恵
凌高校と統合，工業科に加え普通科と家庭科併
置の高校として「名寄光凌高校」となり，「建
築システム科」に学科転換した。平成 22 年名
寄農業高校と統合し，「名寄産業高校建築シス
テム科」として現在に至る。
　統合と新設を進めながら，現在は工業科（電
子機械科，建築システム科），農業科（酪農科
学科），家庭科（生活文化科）の 4間口大学科
集合型の専門高校である。また 3 km以上離れ
ているキャンパスに農業科の生徒が移動し，さ
らに「寄宿舎」を有する北海道内唯一の特徴的
な専門高校である。
　本校が所在する名寄市は，北海道北部に位置
し，1年の気温の寒暖差が 60℃近くなる。多雪
地域で厳しい自然環境にある。2.8 万人の地方
都市にも人口減少による過疎化が進み，多くの
職種の後継者不足が深刻な課題となっている。

2．建築に進まない生徒，滞る求人票

　平成 18 年，唯一定員割れの本学科への入学
の目的は「就職」であるが，真に建築に興味を
もって就学して来た生徒はほんの数名で，成績
は振わず生徒指導も多く，周囲からも特別視さ

れていた。早期離職者が目立ち，求人票も減少
し，「3 K問題」により建設業自体も敬遠され，
建設業を志望する生徒も，本校生徒を募集する
企業も極僅かな状況となっていた。

3．感謝された建設業の歴史を説く

　建設業を志望しない生徒に建築を教えるのは
困難である。苦にならぬように楽しく建築に興
味を持たせ，やがて本人から建築を希望するよ
うにできないか。
　そこで名寄の歴史を辿り，鉄道を通し，駅舎，
役場，道路，下水道など多くの公共施設・設備
を作ってきた老舗企業が，今も地域の暮らしの
ために貢献していることを伝えた。企業の一室
に当時多くの建て主から贈られた感謝状が壁一
面に貼られていて感動したと伝えたとき，生徒
の顔色が変わった。建設業は感謝される仕事な
のだと理解できたのだ。

4．過疎化でも地元が好きな生徒

　建築の授業を教科書で教えることは，カリキ
ュラム上重要である。建築に興味関心のない生
徒にこそ，建築の魅力を感じさせる授業が必要
なのである。
　「戦前から現存する貴重な牧場型の名寄駅」
「碁盤の目の名寄の都市計画の秘密」「寒暖差 60
℃に耐える名寄市の住宅の工夫」など大変評価
されていることを強調した。教員が地元を褒め
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　2019年10月から開始する幼児教育の無償化，
2020 年 4 月から本格的に始まるという高等教
育の無償化には財源の不安や逆差別などの異論
もあるが，政府は「骨太の方針」で低所得世帯
の大学授業料の免除や幼児教育の無償化で 2兆
円規模の経済政策を盛り込んでいる。
　本書は，教育無償化や新学習指導要領の実施
に向けて，これから大きく変わろうとしている
日本の学校教育（公教育）を考察する貴重な資
料提供と問題提起である。
　著者は，「なぜ日本の公教育費は少ないのか
　教育の公的役割を問いなおす」（勁草書房）で
話題となり，2014 サントリー学芸賞（政治・経
済部門）を受賞した。本書は，その続編である。
「あとがき」に「前著で十分論じきれなかった
教育の公的意義を補完した。（中略）読者には
教育という身近なテーマから公的制度の社会的
意義について考えてほしい。」と述べている。
また，カバーに「教育無償化，学力低下，待機
児童など，近年の教育の論点は多岐にわたる。
（中略）学校教育＝公教育とはそもそも何のた
めにあるのか。（中略）学校とそれを取り巻く
環境を歴史的背景や統計などのエビデンスを通
して論じる。そこからは，公教育の経済的意義
や社会的役割が見えてくるだろう。」と紹介が
ある。
　各章の内容は，次のように示されている。序
章：学校教育が直面している実態と問題点の把
握。第 1章：近代学校制度の発達と家族や地域

社会，労働市場との関係性の変容。第 2章：
1970 年代以降，産業国が直面した公教育関連
の問題点を整理。第 3章：教育政策に調査や社
会科学が重要な貢献を果たしてきたアメリカの
事例と日本の教育政策をめぐる議論で欠けてい
るもの。第 4章：学校教育の経済的な意義や効
果。第 5章：公教育制度の意義。各章とも論点
を明確に示して，豊富な資料をもとに説明され
ているので説得力がある。
　例えば，第 2章では，アメリカの歴史社会学
者の挙げる学校の三つの目標として「民主的平
等」「社会的効率性」「社会移動」が述べられてい
る部分がある。義務教育や普通教育は「民主的
平等」，職業教育や工業教育は「社会的効率性」
の価値観として捉えることができると理解し
た。理解しやすい部分もあるが，引用されてい
る参考文献や各種のデータが多岐にわたってお
り，問題の解決策や一つの解答・ノウハウを示
すマニュアル的なものではない。自分なりに納
得できる解釈をするには何度も読み返すほど高
密度な内容である。
　最近，教育とテクノロジーを合わせた
「EdTech」という言葉を目にした。教育の質的
な機会均等に役立つという。ICT活用により教
育の効率性も向上するであろう。しかし，人が
人を教え育てることが最も大切なことであるこ
とは言うまでもない。第 5章「教育でできるこ
と，できないこと」には，少子化，労働市場，
教育現場等，日本の雇用システムや教育システ
ムについて今後の課題を示している。末文の「教
育のあり方は，日本社会の将来を占う」という
言葉を「工業教育のあり方は，…」と読み変え
ると，これからの工業教育についても改めて考
えさせられる一冊である。

（中公新書，260 頁，880 円＋税）　　（山田勝彦）
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ると生徒は喜ぶ。地元ふるさとへの意識は少し
ずつ高まってきた。実は自分たちの街が好きな
のだと気付き始める。次は生徒の言葉を引き出
す。

5．生徒が語る理想のまち

　「ふるさと名寄」への意識が高まれば，街を
身近に感じ始める。いいところもあるが圧倒的
に多く出るのは，「開かない商店街」「種類が少
ない商品」「整備されない道路」「楽しいところが
ない街」など批判的な内容である。そこでどう
すればそれらの問題点が解決できるかを，課題
研究のテーマとした。取材しながら街の人々と
話をすると，励まされたり褒められたりして
段々得意気になっていく。QCの手法で問題点
を抽出することから対策へと意識を向ける。
PDCAを回してまとめた発表を校内合同発表会
でプレゼンし，高い評価を得た。

6．まちづくりを提案する建築の生徒

　平成 18 年度の課題研究で「まちづくり」を
考え，地域をアピールするグッズやマップ，物
語などを発表した。調べた諸問題を「建築的」
に解決しようと持ちかけると，何を建てたいか
話し合い始めた。自分たちが楽しめるゲームセ
ンターが人気だったが，子供からお年寄りまで
それぞれゾーニングして都市計画すると，考え
方が「俺らが」から「みんなが」に変化した。
名寄の生徒は実はとても優しく愛情深い。
　設計事務所勤務経験のある教諭が赴任し，こ
れまでの取組について伝えた。
①　現存する名寄を具体的に設計する事。
②　先輩たちの提案を尊重する事。
③　名寄のデザインやカラーを意識する事。
　その年「未来の名寄駅」は，日本建築学会北
海道支部主催の卒業設計優秀作品にて金賞を受
賞した（写真 1）。その後，その教諭の指導の
もと設計競技（コンペティション）に応募して

提案をまとめて紹介した（写真 3）。
　企業や行政の方々の前で生徒は過去の先輩た
ちの提案を力強く発表した。高校生が地元の未
来を熱く語ったことが高く評価された。高いス
テージで明るいスポットライトが向けられた生
徒に熱い声援が届いた。生徒が大きく胸を張れ
た瞬間である。

　 平 成
27 年「名
寄まちづ
くり教育
フェア」
では，生
徒による
10年間の

全国上位入賞を果たし，地元に大きく報道され
た。作品と模型は名寄市役所，イオン名寄店に
常設展示（写真 2）され，生徒の家族や親戚，
市民から多くの励ましの言葉をいただいた。

写真1　金賞受賞した卒業設計作品

写真2　常設展示

写真3　フェスタにて
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7．産官学連携で地域ぐるみの結びつきに

　産業高校への統合を契機に，「地域から信頼
される学校づくり」を前面に出すこととなった。
新設の多忙な平成 21 年，敢えて「専門力 UP

プロジェクト研究指定」を 3年間受け，「地域
コーディネート委員会」を立ち上げた（写真4）。

　生徒に地域の企業や行政が関わり合いながら
教育効果を高めることが目的である。まず「学
科間連携」と「産官学連携」による取組が開始
された市民行事「なよろアスパラまつり」「なよ
ろ産業まつり」に参加した。多数のアイデアを
披露すると，映画「星守る犬」や「名寄市天文
台開業」等で名寄市から様々な製品製作依頼を
受け，市長から感謝の意が告げられた（図 1）。
平成 24 年度より「スキルアッププロジェクト
研究指定」を 3年間受け，専門力をより高める
ために，企業と連携したものづくり教育を探っ
た。多数の地元の特産品や新製品を生み出し注
目を浴びた。
　このように専門学科が地域ぐるみの結びつき
を深め，「産官学連携」を活用した教育活動が

軌道に乗った。学校は地域から期待されている
ことを実感できた。

8．大学進学志望者と高大連携の成果

　大学進学をしない理由に，経済的な理由と大
学そのものの認識不足があった。生徒全員が大
学の講義を体験し，大学は生徒の意欲や取組を
見ることで，互いに高め合える。平成 26 年道
都大学（現星差道都大学）と「高大連携」が調
印され，高大連携事業として互いの講義と発表
会を通した交流を始めた。学費免除制度を活用
できれば，経済的な理由で進学を諦めていた生

につけ，現在までに全学費免除 4名をはじめ一
部学費免除も獲得できた。チャレンジする生徒
が増えた。また，大学進学後も希望者には積極
的に地元に戻るような進路活動も進めた。道北
の拠点旭川市の企業に多数就職し，地元企業は
その獲得に力を注いでいる。大卒も地元で活躍
できる道を開くことができた。

9．自分を高めるものづくり教育

　「全国ものづくりコンテスト北海道大会（木
工部門）」に，本校は初めは消極的であった。あ
る教諭が職業能力開発協会に依頼して「建築大
工マイスター」に生徒を指導していただき，我々

写真5　高大連携調印式

写真4　地域コーディネート委員会

図1　主な取組

徒にも希望が生
まれた。生徒は
自己実現のため
に目的意識を高
め，設計競技入
賞など特性を身

写真6　大工技能講習会

も手ほどきを
受けた（写真
6）。「マイス
ター」の大工
の指導が生徒
や教員に与え
た影響は大き
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功績は先輩から伝わり，その成果は地元に報道
され，本学科には大工希望者が集まることにな
る。コンペや技能士のポイントが加算され，近
年ジュニアマイスター顕彰の授彰者も増え，自
らを高める意識が周囲に良い影響を与えている。

10．多職種の技能士の育成

　技能士希望者が増加し，同意する保護者も増
えている。後継者不足である企業により，職業
能力開発協会主催の技能講習会を 1，2年を対
象に「建築大工」以外に「左官」「塗装」を行い，
さらに「鉄筋工」「鳶」「型枠大工」も企業の努力
により実施できた（写真 7）。職人から直接指
導を受けた生徒は，賃金などの雇用形態の違い
や福利厚生などの説明を受け，ミスマッチ防止
のため長期休業中に就業体験をする。成績の格

の性格や特徴，成績に応じた職種を紹介できる
こと。生徒の多様な進路希望に応じられる進路
先をもち，早い段階で説明とマッチングを施す
ことで，設計士から技能士まで選択の幅を広げ，
卒業生全員が希望の職種に就職が可能になっ
た。その影響から，今年度の本学科入学生徒は，
ついに 100％建築志望となった。

11．おわりに

　生徒や地域の期待に応えられる体制を作るた
めには時間も労力もかかる。平成 18 年，本学
科として思い描いた目標に近づけるまで実に
10 余年を要した。

図2　技能士検定実績

図3　JM顕彰授彰記録

写真7　左官実習

図4　H 18年度に思い描いた目標

かった。ひたむきで
従順で懸命に練習す
る生徒は，初年度か
ら建築大工技能士検
定 3級に受験者全員
が合格した。現在ま
で 3級は全員，2級
も4名が現役合格し，

差はあっても就職に影
響がないことを示し，
生徒自ら希望し決断し
た進路では，辞めない
確率が高く向上心も育
つ。学力差が大きい本
学科でも，生徒の個々

　過疎で悩む地域では，専門学科は地域から応
援されることが大切である。地域と協力，連携
しながら，生徒の喜びだけでなく，企業の喜び
も互いに分かち合える教員を育てていくことが
重要なのである。
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